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近年,ク ロマグロ等の大型魚類の安定供給 に

向け国内外各地域でクロマグロ養殖が盛んにおこ

なわれるようになっている。クロマグロは遊泳力が

高いことからできるだけ大型の養成空間が確保さ

れる必要があり,さらに清浄な水域環境で養殖さ

れることが求められる。そのため,外 洋水が流入し

やすく海水交換性の高い沖合域に設置すること

が望ましいとされている。大型の養殖施設を外洋

沖合域に安定して設置するためには厳しい波浪

と潮流環境 に十分な耐性を持った施設の技術 開

発が何よりも重要となる。そのためには,強 い波浪

と潮流の共存した厳 しい自然条件での施設の耐

久性や飼育空間状況の事前予測が必要である。

しかしながら,こうした波浪 ・潮流環境 下における

大型の養殖施設の耐久性を把握するには,従 来

の縮小模型を川いた水槽実験 による対応では方

法論的な限界がある。つまり,実験水槽や模型規

模の制約による流体のスケールエフェクトや施設

模型の曲げ・伸び剛性がもはや単純な縮尺模型

実験では再現することができないことを意味して

いる。この問題 を克服するためには,様 々な波

浪 ・潮流環境下での施設の耐久性や飼育空間状

況を予測する新しい解析技術が求められる。

そこで,本 研究では,網 漁具の挙動に関する汎

用的数値解析システムNaLA-SystemBを 生篭網

に適用し,波 浪流動条件 下での生簑網 形状およ

び容積変化の数値解析システムを構築する。そし

て,波 浪 ・潮流条件と生篭網構造と飼育空間の変

形の関係を数値的に導出し,厳 しい自然条件に

対する耐久性と養成魚の飼育空間保持の両立を

設置環境条件に応じて実現できる沖合大型養殖

施設の最適設計技術に資することを目指す。

材料および方法

解析対象の生篭網は,直 径30mの 円形角 目

とした。対象生篭網の 目合,網 糸直径,筋 縄と網

の素材 といった物理情報から,NaLA-Systemで

計算するための質点と要素のデータを算定する。

波浪と潮流は同一一方向から進行するものとした。

潮流条件は表1に 示すように流速0.0～1.03m/s

の6段 階で変化させた。波浪条件は波高0～5m

の6段 階で変化させた。各波高での周期および

波長は野外観測情報から得られた波高と周期の

近似式と,波高と波長の近似式から求めた(表2)。

表1.潮 流条件

Currentspeed(m/s)

0.0

0.26

051

0.77

1.03

表2.入 射波 浪条件

WaveHeightWaveperiodWavelength

l.04.633.3

2.06566.7

3.08.OlOO

4.09.2133

5.OlO.3167
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